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県内土壌における放射性物質の実態及び作物に対する安全性 

 

１ はじめに 

平成 23 年 3 月の福島第一原子力発電所の事故で放出された放射性物質は、

近隣都県の農作物や土壌に大きな影響を与えました。本県においても、県産

農産物に対する不安を解消するため、農地土壌の放射性セシウム濃度の実態

や農作物への放射性セシウムの移行に関する研究を実施してきました。 

 

２ 県内農地土壌の放射性セシウム濃度について 

平成 23 年度の農林水産省による調査では、県内農地土壌（70 地点）の約 7

割以上の地点で放射性セシウムの濃度が 100Bq/kg未満であり、500Bq/kg以上

の地点は 1地点のみでした。このため、翌年からは農林水産省による調査は行

われませんでしたが、作物に対する放射性物質の安全性を検証するため、本県

では農林水産省調査地点に 28 地点を追加して、現地調査を実施しました。平

成 24 年度は、放射性セシウムの正確な測定値を求めるため、農林水産省から

貸し出された NaI(TI)シンチレーションスペクトロメーター（簡易検査機器）

とゲルマニウム半導体検出器（精密検査機器）の測定値を比較して、分析精度

を確認しました。その結果、NaI(TI)シンチレーションの値は 54～290Bq/kg

に対して、ゲルマニウム半導体検出器では 38～289Bq/kg とほぼ同等であるこ

とから、本調査では操作法が比較的簡易な NaI(TI)シンチレーションスペクト

ロメーターにより放射性セシウムの測定を行いました（写真１，図１）。 

写真１ NaI(TI)シンチレーション 

          スペクトロメーター 

 

 

 

 

  図１ 簡易検査機器と精密検査機器
     の測定法による比較   の測定値(Bq/kg)

0

50

100

150

200

250

300

350

400

0 100 200 300 400

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン

(

簡
易
測
定
機
器
）

ゲルマニウム半導体

（精密検査機器）



WEB 版 平成 30 年２月号のうりんさいたま「テクノスコープ」 

平成25年1～2月に、県内農地 98地点の土壌（表層 15cm）を採取して、NaI(TI)

シンチレーションによる調査を行った結果、県内農地土壌の放射性セシウム濃

度は 32～487Bq/kg であり、7 割以上は 100Bq/kg 未満でした。平成 26 年度の

放射性セシウム濃度は、前年度に比べて約 2 割減少し、調査地点の約 8 割が

100Bq/kg以下でした（図２）。その後も、調査年度の経過とともに、放射性セ

シウムの濃度は減少する傾向にありました。          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 農作物における放射性セシウム濃度 

 県産農作物の安全性を検討するため、県内土壌で放射性セシウム濃度が高い

地域を想定し、300～600Bq/kg相当の混合土壌を作成して、水稲、コマツナ、ホ

ウレンソウを栽培しました。その結果、放射性セシウムの濃度はいずれも検出 

限界値（放射性セシウム 4Bq/kg）未満で、農作物の安全性が確かめられました 

（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

農業技術研究センター生産環境・安全管理研究担当 

電話：048-536-0311（代表） FAX：048-536-0315 

http://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/b0909/index.html 

　　 図２　土壌の放射性セシウム濃度（Bq/kg）（平成26年度）
     注）横軸の数値は調査地点を示す。             
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